
Title 説話の中の句題詩
Sub Title Sino-Japanese topic poetry in narrative literature
Author 佐藤, 道生(Sato, Michio)

Publisher 慶應義塾大学藝文学会
Publication year 2008

Jtitle 藝文研究 (The geibun-kenkyu : journal of arts and letters). Vol.95, (2008. 12) ,p.89- 97 
JaLC DOI
Abstract
Notes 岩松研吉郎教授高宮利行教授退任記念論文集
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00072643-00950001-

0089

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


説
話
の
中
の
句
題
詩

佐
藤

道
生

『
古
今
著
聞
集
』
巻
四
に
次
の
よ
う
な
説
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

少
納
言
入
道
信
西
が
家
に
て
人
々
あ
つ
ま
り
て
あ
そ
び
け
る
に
、
「
夜
深
催
管
絃
」
と
い
ふ
題
に
て
当
座
の
詩
を
作
り
け
る
に
、
皆
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人
は
作
り
い
だ
し
た
り
け
る
に
、
敦
周
朝
臣
案
じ
い
だ
さ
ぬ
気
色
に
て
程
へ
に
け
れ
ば
、
満
座
興
醒
め
て
け
り
。
あ
ま
り
に
す
み
て
侍

り
け
れ
ば
、
有
安
が
座
の
末
に
あ
り
け
る
に
、
入
道
朗
詠
す
べ
き
よ
し
を
す
す
め
け
れ
ば
、
「
第
一
第
二
絃
索
々
」
と
い
ふ
句
を
詠
じ

た
り
け
り
。
此
の
心
、
自
然
に
此
の
題
に
よ
り
き
た
る
け
る
に
や
、
敦
周
朝
臣
や
が
て
作
り
い
だ
し
た
り
け
り
。
「
龍
吟
水
暗
両
三
曲
、

鶴
映
霜
寒
第
四
声
」
と
作
り
た
り
け
る
、
殊
に
其
の
興
あ
り
て
、
人
々
感
歎
し
け
り
。
彼
の
朗
詠
の
心
い
と
相
違
な
き
に
や
。

(
H
N
∞
敦
周
が
秀
句
の
事
)

信
西
入
道
が
当
座
の
詩
会
を
催
し
た
と
き
、
出
席
者
の
一
人
、
藤
原
敦
周
は
な
か
な
か
詩
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
信
西
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は
中
原
有
安
に
命
じ
て
朗
詠
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
朗
詠
の
句
が
題
意
に
適
っ
て
い
た
の
で
、
敦
周
は
即
座
に
詩
想
が
ひ
ら
め
き
、
一
首
を

為
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
中
の
一
聯
は
秀
句
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
末
尾
に
「
彼
の
朗
詠
の
心
い
と
相
違
な

き
に
や
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
説
話
は
一
言
で
言
え
ば
、
朗
詠
の
効
能
を
説
い
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
今

一
歩
踏
み
込
ん
で
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
敦
周
の
詩
句
が
秀
句
と
し
て
評
価
さ
れ
た
の
は
何
故
か
、
彼
の
詩
句
の
ど
の
よ

う
な
点
が
優
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
を
明
ら
か
に
し
な
い
限
り
、
こ
の
説
話
を
理
解
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

本
稿
で
は
、
敦
周
の
詩
句
が
秀
句
と
評
価
さ
れ
た
理
由
を
当
時
の
作
文
の
あ
り
方
に
即
し
て
考
え
て
み
た
い
。

こ
の
説
話
に
は
信
西
(
二

O
六
|
一
一
五
九
)
、
藤
原
敦
周
(
二
一
九
l

一
一
八
三
)
、
中
原
有
安
(
生
没
年
未
詳
。一
一
九
五
生
存
)

の
三
人
が
登
場
す
る
。
い
つ
の
こ
と
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
三
人
の
活
躍
時
期
か
ら
推
し
て
凡
そ
近
衛
朝
か
ら
後
白
河
朝
に
か
け
て
の

頃
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
当
時
、
貴
族
た
ち
の
催
す
詩
会
で
は
、
即
興
的
に
詩
を
賦
す
る
場
合
と
、
詩
題
を
設
定
し
て
賦

す
る
場
合
と
が
あ
っ
た
。
前
者
の
場
で
作
ら
れ
る
詩
は
無
題
詩
と
呼
ば
れ
、
後
者
は
漢
字
五
文
字
か
ら
成
る
句
題
を
設
定
す
る
こ
と
を
原
則

と
し
た
(
詩
体
は
ど
ち
ら
の
場
合
も
七
言
律
詩
)
。
こ
の
説
話
の
詩
題
「
夜
深
催
管
絃
」
(
夜
更
け
ま
で
管
絃
に
興
じ
る
、
の
音
山
)
は
ま
さ
に

そ
の
句
題
で
あ
る
。
七
言
律
詩
な
ら
ば
押
韻
、
平
灰
、
領
聯
・
頚
聯
を
対
句
に
す
る
と
い
っ
た
近
体
詩
の
規
則
を
守
っ
て
一
首
を
作
れ
ば
問

題
は
な
い
。
し
か
し
句
題
詩
の
場
合
、
そ
れ
に
加
え
て
本
邦
独
自
に
定
め
ら
れ
た
構
成
上
の
規
則
が
存
在
し
た
。
そ
れ
は
七
言
律
詩
の
首
・
領
・

頚
・
尾
の
各
聯
を
役
割
上
、
題
目
、
破
題
、
本
文
、
述
懐
と
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
実
例
に
従
っ
て
説
明
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

天
永
二
年
(
一
一
一
一
)
十
一
月
二
十
五
日
、
権
中
納
言
藤
原
忠
通
は
自
邸
で
詩
会
を
開
催
し
た
。
参
会
者
は
す
べ
て
十
九
人
。
忠
通
以
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外
は
皆
四
位
以
下
の
中
下
級
文
人
貴
族
で
あ
っ
た
。
次
に
掲
げ
る
の
は
そ
の
と
き
藤
原
永
実
(
一
O
六
二
|
一
一
一
九
)
が
賦
し
た
句
題
詩

(
『
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
」
所
収
)
で
あ
る
。

対
雪
唯
酪
酒

1

高
閣
巻
簾
対
雪
程

2

唯
酪
桂
酒
屡
呼
平

3

映
樽
残
月
冷
還
湿

4

入
蓋
落
花
消
又
軽

5

乗
興
自
催
尋
戴
思

6

勧
巡
暗
識
引
枚
情

7

黄
門
文
会
多
賢
哲

8

何
必
梁
園
召
客
卿

雪
に
対
ひ
て
唯
だ
酒
を
酪
む
の
み

高
閣

簾
を
巻
き
て
雪
に
対
ふ
程

唯
だ
桂
酒
を
掛
む
の
み
に
し
て
屡
ば
呼
平
す

樽
に
映
る
残
月
は
冷
や
や
か
に
し
て
還
た
湿
へ
り

さ
か
づ
き

蓋
に
入
る
落
花
は
消
え
て
又
た
軽
し
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興
に
乗
れ
ば

自
づ
か
ら
戴
を
尋
ぬ
る
思
ひ
を
催
す

そ
ら暗

に
枚
を
引
く
情
を
識
る

巡
り
を
勧
む
れ
ば

黄
門
の
文
会

賢
哲
多
し

雪
見
を
し
な
が
ら
、
ひ
た
す
ら
酒
を
酌
み
交
わ
す
。

何
ぞ
必
ず
し
も
梁
園
に
客
卿
を
召
さ
ん

た
か
ど
の
で
簾
を
巻
き
上
げ
、
雪
の
降
る
さ
ま
を
見
な
が
ら
、
ひ
た
す
ら
美
酒
を
酌
み
交
わ
し
頻
り
に
唱
平
す
る
。
酒
樽
に
浮
か
ん

だ
有
明
の
月
が
冷
た
く
水
気
が
あ
る
の
に
驚
く
と
、
そ
れ
は
何
と
雪
だ
っ
た
。
酒
杯
に
ひ
ら
り
と
落
ち
た
花
び
ら
が
溶
け
て
消
え
た
と

こ
ろ
を
見
る
と
、
あ
れ
も
実
は
雪
だ
っ
た
の
か
。
酒
興
に
乗
れ
ば
、
雪
の
晩
に
酒
を
飲
ん
だ
王
徽
之
が
思
い
立
っ
て
は
る
ば
る
と
戴
遼
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を
尋
ね
た
よ
う
に
、
自
ず
と
友
人
に
会
い
た
く
な
る
も
の
だ
。
巡
流
の
酒
を
勧
め
ら
れ
れ
ば
、
漢
の
梁
王
が
雪
の
晩
の
酒
宴
に
枚
乗
を



召
し
寄
せ
た
気
持
ち
も
何
と
は
無
し
に
理
解
で
き
る
。
今
こ
の
中
納
言
殿
の
詩
会
に
は
(
身
分
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
け
れ
ど
も
)
多
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く
の
賢
哲
が
集
う
て
い
る
。
ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
賓
客
と
し
て
公
卿
を
招
く
必
要
が
あ
ろ
う
か
。

本
来
、
句
題
は
古
人
(
中
国
の
詩
人
)
の
五
言
詩
の
一
句
を
採
っ
て
詩
題
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
題
者
(
詩

会
で
詩
題
を
選
定
す
る
役
目
の
者
)
が
新
た
に
作
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
「
対
雪
唯
掛
酒
」
と
い
う
句
題
も
お
そ
ら
く
題
者
(
こ
の
時
は

菅
原
在
良
)
が
時
節
に
合
わ
せ
て
作
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
首
聯
(
第
一
句
・
第
二
句
)

で
は
詩
題
の
五
文
字
を
全
て
用
い
て
、
題
意
を
直
接
的
に
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
題
字
は

こ
の
聯
以
外
に
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
当
時
、
詩
題
の
こ
と
を
題
目
と
言
い
習
わ
し
て
い
た
の
で
、
首
聯
を
別
称
し
て
「
題
目
」
と
呼
ぶ
。

次
に
領
聯
(
第
三
匂
・
第
四
句
)
、
頚
聯
(
第
五
匂
・
第
六
句
)
で
は
対
句
を
用
い
て
題
意
を
敷
~
約
す
る
。
こ
の
と
き
詩
題
の
文
字
を
そ
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永
実
の
詩
で
は
「
対
雪
」
を
上
旬
に
、
「
唯
掛
酒
」
を
下
匂
に
置
い
て
い
る
。

の
ま
ま
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
「
破
題
」
と
言
う
。
ま
た
ど
ち
ら
か
の
聯
に
故
事
を
詠
み
込
む
こ
と
が
望
ま
し
く
、
そ
の
場
合
は
「
破
題
」

と
言
わ
ず
に
「
本
文
」
と
言
う
。
こ
の
詩
の
場
合
、
領
聯
が
「
破
題
」
、
頚
聯
が
「
本
文
」
で
あ
る
。
「
破
題
」
の
方
法
は
基
本
的
に
語
の
置

き
換
え
だ
が
、
同
義
語
を
用
い
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
飽
く
ま
で
も
題
意
を
展
開
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
く
の
で
あ
る
。
領

聯
で
は
、
上
匂
の
「
樽
」
と
下
句
の
「
蓋
」
と
が
句
題
の
「
唯
酪
酒
」
に
当
た
る
語
で
、
「
残
月
冷
還
湿
」
と
「
落
花
消
又
軽
」
と
が
句
題
の
「
対

雪
」
を
敷
~
約
し
た
表
現
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
題
意
は
句
の
上
下
で
そ
れ
ぞ
れ
完
結
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

頚
聯
に
於
い
て
も
上
句
・
下
句
そ
れ
ぞ
れ
で
題
意
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。
上
句
の
「
尋
戴
」
は
『
蒙
求
』

の
「
子
猷
尋
戴
」
か
ら
得
た

語
で
あ
る
。
次
に
李
瀦
自
註
を
掲
げ
る
。



世
説
、
王
子
猷
居
山
陰
市
隠
。
夜
大
雪
。
眠
覚
、
開
屋
酌
酒
。
四
望
岐
然
。
因
起
幼
復
、
詠
左
思
招
隠
詩
。
忽
憶
戴
安
道
。
時
戴
在
剣

際
。
便
乗
一
小
船
、
経
宿
方
至
。
造
門
不
前
返
。
人
間
其
故
也
。
王
日
、
乗
興
而
〔
行
、
興
尽
而
〕
返
。
何
必
見
戴
也
。
(
〔〕内
は

脱
文
。
『
世
説
新
語
』
に
拠
っ
て
補
っ
た
。
)

(
世
説
に
、
王
子
猷
、
山
陰
に
居
り
て
隠
れ
た
り
。
夜
大
い
に
雪
ふ
れ
り
。
眠
り
覚
め
て
、
屋
を
聞
き
て
酒
を
酌
む
。
四
望
絞
然
た
り
。

せ
ん

因
り
て
起
き
て
訪
復
し
て
、
左
思
が
招
隠
詩
を
詠
ず
。
忽
ち
に
戴
安
道
を
憶
ふ
。
時
に
戴
は
剣
牒
に
在
り
。
便
ち
一
の
小
船
に
乗
り
て
、

宿
を
経
て
方
に
至
る
。
門
に
造
り
て
前
ま
ず
し
て
返
る
。
人
、
其
の
故
を
問
ふ
な
り
。
王
日
は
く
、
興
に
乗
り
て
行
き
、
興
尽
き
て
返

る
。
何
ぞ
必
ず
し
も
戴
を
見
ん
や
、
と
。
)
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こ
れ
に
よ
れ
ば
「
尋
戴
」
は
、
王
徽
之
が
夜
雪
を
見
て
い
る
う
ち
に
興
趣
を
押
さ
え
が
た
く
な
っ
て
友
人
の
戴
遠
を
訪
ね
た
こ
と
を
言
う

の
で
あ
る
か
ら
、
句
題
の
「
対
雪
」
を
言
い
換
え
た
こ
と
に
な
る
。
「
乗
興
」
も
「
世
説
』
の
文
中
に
見
え
る
語
で
、
こ
れ
は
句
題
の
「
唯
劃
酒
」

に
当
た
る
。
落
句
の
「
引
枚
」
は
『
文
選
」
収
め
る
謝
恵
連
の
「
雪
賦
」
を
典
拠
と
す
る
。
こ
の
作
品
は
、
免
閣
に
遊
ん
だ
梁
王
が
司
馬
相

知
に
命
じ
て
、
折
し
も
降
り
始
め
た
雪
を
題
と
し
て
賦
を
作
ら
せ
る
と
い
う
設
定
で
書
か
れ
て
い
て
、
そ
の
宴
席
に
は
枚
乗
も
召
し
出
さ
れ

て
い
る
。歳

将
暮
、
時
既
唇
。
寒
風
積
、
愁
雲
繁
。
梁
王
不
悦
、
遊
於
免
園
。
乃
置
旨
酒
、
命
賓
友
。
召
都
生
、
延
枚
曳
。
相
如
末
至
、
居
客
之

右
。
俄
而
微
霞
零
、
密
雪
下
。
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(
歳
将
に
暮
れ
な
む
と
す
、
時
既
に
唇
な
り
。
寒
風
積
り
、
愁
雲
繁
し
。
梁
王
悦
ば
ず
し
て
、
免
園
に
遊
ぶ
。
乃
ち
旨
酒
を
置
き
て
、

の
ち

賓
友
に
命
ず
。
郷
生
を
召
し
、
枚
受
を
延
く
。
相
知
末
に
至
り
て
、
客
の
右
に
居
れ
り
。
俄
ら
く
あ
っ
て
微
一
薮
零
り
、
密
雪
下
る
。
)
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文
中
「
延
枚
受
」
と
あ
る
の
を
永
実
は
「
引
枚
」
と
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
句
題
の
「
対
雪
」
に
当
た
る
。
下
句
で
句
題
の
「
唯
酪
酒
」

に
当
た
る
の
が
、
「
乗
興
」
と
対
を
為
す
「
勧
巡
」
で
あ
る
こ
と
は
言
、
つ
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
頚
聯
の
二
句
は
故
事
を
用
い
て
破
題

さ
れ
て
い
る
。

一
首
の
締
め
く
く
り
が
尾
聯
(
第
七
句
・
第
八
匂
)
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
詩
人
は
は
じ
め
て
自
ら
の
思
い
の
た
け
を
述
べ
る
こ
と
が

許
さ
れ
る
。
そ
れ
故
こ
の
聯
を
「
述
懐
」
と
一
言
、
っ
。
し
か
し
そ
れ
も
題
意
を
ふ
ま
え
て
の
述
懐
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
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宴
を
「
梁
園
」
(
梁
王
が
雪
見
の
宴
を
催
し
た
免
園
)
に
喰
え
て
、
彼
の
宴
席
に
劣
ら
ず
此
処
に
も
賢
哲
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

彼
等
の
庇
護
者
で
あ
る
忠
通
の
徳
を
称
え
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
説
明
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
句
題
詩
は
詩
題
が
詩
句
の
表
現
を
強
く
拘
束
す
る
詩
体
で
あ
り
、
題
字
と
詩
句
と
の
対
応
関
係
が

緊
密
で
あ
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
詩
人
た
ち
は
、
出
題
さ
れ
た
句
題
を
巧
み
に
詠
み
こ
な
す
こ
と
、
特
に
領

聯
と
頚
聯
と
に
於
い
て
す
ぐ
れ
た
破
題
表
現
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
に
最
も
心
を
砕
い
た
の
で
あ
る
。
詩
人
の
評
価
は
破
題
の
語
葉
を
い
か
に

多
く
蓄
え
て
い
る
か
に
懸
か
っ
て
い
た
と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
。
試
み
に
平
安
時
代
を
代
表
す
る
詞
華
集
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
繕

い
て
み
る
と
、
本
邦
句
題
詩
か
ら
の
摘
句
が
多
く
見
出
さ
れ
、
そ
の
殆
ど
は
一
首
の
領
聯
ま
た
は
頚
聯
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
領
聯
・

頚
聯
に
於
け
る
破
題
の
巧
拙
が
詩
の
評
価
を
決
定
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、
以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
敦
周
の
詩
句
を
読
む
こ
と
に
し
よ
う
。



作
者
の
藤
原
敦
周
は
式
家
藤
原
氏
、
従
四
位
上
文
章
博
士
茂
明
の
男
。
母
は
日
向
守
中
原
広
俊
女
で
あ
る
。
大
学
寮
の
紀
伝
道
に
学
び
、

対
策
及
第
の
後
、
大
内
記
、
弾
正
大
弼
を
経
て
、
正
四
位
下
文
章
博
士
に
至
っ
た
。
寿
永
二
年
(
二
八
三
)
三
月
三
日
出
家
、
同
年
十
月

九
日
、
六
十
五
歳
で
没
し
た
。
こ
の
経
歴
に
照
ら
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
敦
周
は
歴
と
し
た
儒
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
前
節
で
説
明
し
た
句

題
詩
の
構
成
方
法
を
熟
知
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
彼
の
作
っ
た
詩
句
を
も
う
一
度
掲
げ
よ
う
。

龍
吟
水
暗
両
三
曲

龍
吟

水
暗
し

両
三
曲
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鶴
一
映
霜
寒
第
四
声

鶴
嘆

霜
寒
し

第
四
声

詩
題
は
「
夜
深
催
管
絃
(
夜
深
け
て
管
絃
を
催
す
こ
と
い
う
句
題
で
あ
る
。
こ
の
一
聯
は
対
句
を
成
し
て
い
る
の
で
、
七
言
律
詩
の
領

聯
か
頚
聯
か
、
そ
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
破
題
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
聯
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
領
聯
・
頚
聯

で
は
題
意
を
上
匂
・
下
句
そ
れ
ぞ
れ
で
満
た
す
の
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
句
題
の
場
合
、
そ
れ
と
は
少
し
異
な
る
構
成
方
法
を
用

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

句
題
は
二
つ
の
事
物
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
の
が
通
常
の
形
で
あ
る
。
先
に
見
た
「
対
雪
唯
劃
酒
」
な
ら
ば
、
「
雪
」
と
「
酒
」
と
の

組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
句
題
に
は
片
方
に
並
列
構
造
を
持
っ
た
こ
字
熟
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
管
絃
」
の
語
が
そ
れ

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
二
字
熟
語
を
当
時
、
双
貫
語
と
呼
ん
だ
。
双
貫
語
を
含
む
句
題
の
場
合
、
双
貫
語
を
形
成
す
る
こ
つ
の
事
物
を
そ
れ

(502) 



ぞ
れ
一
聯
の
上
句
と
下
句
と
に
詠
み
分
け
て
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
句
題
な
ら
ば
一
聯
の
一
方
の
句
で
「
夜
深
催
管
」
を
表
し
、(501) 

他
方
の
句
で
「
夜
深
催
絃
」
を
表
し
、
二
匂
合
わ
せ
て
題
意
を
満
た
す
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
上
句
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
「
水
暗
」
は
句
題
の
「
夜
深
」
を
言
い
換
え
た
表
現
で
あ
る
。
「
龍
吟
」
は
『
文
選
』
所
収
、

馬
融
の
「
長
笛
賦
」
に
、

近
世
双
笛
従
売
起
。
売
人
伐
竹
未
及
己
、
龍
鳴
水
中
不
見
己
。
裁
竹
吹
之
声
相
似
。
剣
其
上
孔
通
洞
之
。
裁
以
当
箔
便
易
持
。

き
ゃ
う
ひ
と
も
ち

(
近
世
の
双
笛
は
売
よ
り
起
る
。
売
人
竹
を
伐
り
て
未
だ
己
ひ
る
に
及
ば
ざ
る
に
、
龍
水
中
に
鳴
い
て
己
れ
を
見
せ
ず
。
竹
を
裁
り
で

あ
な
か
い
そ
か
よ
は
と
ほ
き
む
ち

之
れ
を
吹
く
に
声
相
ひ
似
た
り
。
其
の
上
の
孔
を
剣
い
で
通
し
洞
す
。
裁
り
て
以
て
箔
に
当
つ
れ
ば
便
に
し
て
持
ち
易
し
。
)
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と
あ
る
の
を
踏
ま
え
て
い
る
。
売
人
の
作
っ
た
双
笛
の
音
色
が
龍
の
鳴
き
声
に
似
て
い
た
こ
と
か
ら
、
「
龍
吟
」
は
笛
の
音
を
吉
守
つ
。
笛
は

管
楽
器
で
あ
る
か
ら
、
「
龍
吟
・
両
三
曲
」
は
句
題
の
「
催
管
」
を
表
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
上
句
は
「
夜
の
聞
に
包

ま
れ
た
水
辺
か
ら
、
龍
の
鳴
く
よ
う
な
美
し
い
笛
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

次
に
下
匂
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
「
霜
寒
」
が
句
題
の
「
夜
深
」
に
相
当
す
る
表
現
で
あ
る
。
敦
周
が
「
鶴
映
・
第
四
声
」

の
表
現
を
得
た
朗
詠
は
『
和
漢
朗
詠
集
」
管
絃
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
白
居
易
の
「
新
楽
府
」
の
一
、
「
五
絃
弾
」
か
ら
の
摘
句
で
あ
る
。

第
一
第
二
絃
索
々
、
秋
風
払
松
疎
韻
落
。
第
三
第
四
絃
冷
々
、
夜
鶴
憶
子
龍
中
鳴
。
第
五
絃
声
尤
掩
抑
、
臨
水
凍
咽
流
不
得
。

(
第
一
第
二
の
絃
は
索
々
た
り
、
秋
の
風
松
を
払
っ
て
疎
韻
落
つ
。
第
三
第
四
の
絃
は
冷
々
た
り
、
夜
の
鶴
子
を
憶
っ
て
龍
の
中
に



鳴
く
。
第
五
の
絃
の
声
は
尤
も
掩
抑
せ
り
、
臨
水
凍
り
咽
ん
で
流
る
る
こ
と
得
ず
。
)

説
話
に
は
朗
詠
の
句
が
「
第
一
第
二
絃
索
々
」
と
だ
け
し
か
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
鶴
田
吹
・
第
四
声
」
が
傍
線
部
「
第
三
第
四
絃
冷
々
、

夜
鶴
憶
子
龍
中
鳴
」
か
ら
得
ら
れ
た
表
現
で
あ
る
こ
と
は
言
、
つ
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
下
句
は
「
寒
い
霜
夜
に
、
母
鶴
が
子
を
思
っ
て

鳴
い
て
い
る
よ
う
な
物
悲
し
い

(
五
絃
琵
琶
の
)
第
四
絃
の
音
色
が
聞
こ
え
て
く
る
」
と
で
も
訳
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
敦
周
の
一
聯
は
上
句
で
「
夜
深
催
管
」
を
表
し
、
下
句
で
「
夜
深
催
絃
」
を
表
し
、
上
下
合
わ
せ
て
題
意
を
満
た
す
こ
と
に

見
事
成
功
し
て
い
る
。
こ
れ
が
秀
句
と
評
価
さ
れ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
破
題
表
現
と
し
て
完
壁
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

中
世
の
説
話
集
の
中
に
は
、
秀
句
に
ま
つ
わ
る
説
話
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
秀
句
が
ど
の
よ
う
な
状
況
下
に
生
ま
れ
、
ど
の
よ
う
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な
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
か
と
い
っ
た
話
題
が
興
味
深
く
語
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
秀
句
が
秀
句
と
評
価
さ
れ
た
所
以
は
決
し
て
語
ら
れ

な
い
。
当
時
の
読
者
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
了
解
事
項
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
「
破
題
」
こ
そ
が
詩
の
巧
拙

を
決
定
す
る
重
要
な
評
価
基
準
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
説
話
を
理
解
す
る
一
助
と
し
た
次
第
で
あ
る
。
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